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野沢 謙 ･庄武孝義 ･川本 芳1)
ニホンザルを含む〟αCαCα屈サル各種から採血
を行い,前項1)と同一の方法によって種内･種間
の遺伝学的変異性を定量化し,それら種間の迫伝
子構成上の差を遺伝的距離で表現し,それに数量
分校学的手法を適用して枝分れ図を描く｡それに
1)学振奨励研究員
-18-
より種間の近縁関係,分化時間の推定等を行う作
業を目下続行中である｡
3) ニホンザルの先天的四肢奇形への遺伝的ア
プローチ
野沢 謙･峰沢 満
ニホンザルの数多くの餌付け群に多発する先天
的四肢奇形が遺伝的支配を受けているか否かを明
らかにすべく研究が続行されている｡集団の奇形
出現の家族集積性のデータから統計避伝学的手法
を用いて遺伝率の推定を行う他,細胞逝伝学的手
法を用いて奇形出現と染色体異常との関連の有無
を明らかにする作業を行っている｡交配実験は淡
路島野猿公園の協力を得て現地で続けている他,
日本モンキーセンターとの共同研究として宮島か
ら入れた奇形ザルを用いて本研究所においても続
行している｡
4)家畜化現象と家畜系統の研究
野沢 謙 ･庄武孝義
在来諸家畜とそれらの野生原種の避伝的野外調
査によって,家畜化現象そのものの災田辺伝学的
解明と､個々の家畜内で地域集団間の退伝的分化
の程度,系統的相互関係の解明を行いつつある｡
5) ヒヒ類の種分化に関する遺伝学的研究
庄武孝義 ･野沢 誹
1978年度の調査により入手した材料を用いて
エチオピア中央高原に生息するゲラダヒヒの柴田
動態を道伝学的に分析し,さらに,ドリル,マン
ド')ルの資料を加え,ヒヒ類の遺伝的分化を定員
化し,論文化しつつある｡
6)ニホンザルの細胞遺伝学的研究
峰沢 満
ニホンザルの血液を培養,染色体校本を作成す
る｡これに各種のバンド染色を適用して揺準核型
を作成した｡これに基づきニホンザルの各地の袋
田の染色体の変異性を把超しようとしている｡
7)新世界ザルの遺伝学的研究
峰沢 満
リスザル,ヨザル,フサオマキザル,ダヌキー
ティティ,クロホエザル,ムネアカタマリンの6
種について遺伝的変異性(染色体変異串よび磁気
泳動法によって検索しうる遺伝的変異について)
を定量化すべく作業を続けている｡
8)志賀C群の秋期の食物利用調査
和田一雄
数年問継続中の調査であり,Seedtrapによる
